
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒・保護者・地域の皆様へ 令和７年２月２５日（第９号） 

北中だより 
http://nk-kitanaka-j.la.coocan.jp/ 

 

中野区立北中野中学校 

校 長  津 村   慶 ★ 保護者や地域の皆様へ… 

今年度も残り約１カ月となりました。３年生は都立高校の推薦入試と私立高校の推薦・一般入試を

終え、残りは都立一般入試の結果を待つのみとなりました。それぞれの努力が実を結び、納得のいく

結果が残せることを期待しています。２年生は２泊３日の冬季移動教室を今月上旬に実施し、スキー

を存分に楽しむとともに宿舎内の生活では和やかにかつ協働的に過ごすことができ、成長が感じられ

ました。また１年生も都内フィールドワークを行い、主体的にＳＤＧｓについての学びを深めながら

協力して班行動を進めるなど、中学生の社会科見学として立派に行動することができました。まもな

く今年度最後の定期試験が行われますが、それぞれが１年間の学習を締めくくる良い取組になること

を願っています。 

さて、昨年末に実施しました保護者アンケートへのご協力ありがとうございました。残念ながら今

年度はアンケートへの回答率が６０％程となり、過去５年間の平均値よりも２０％程下がってしまい

ました。今後は実施時期や回答期間を再検討し、実施方法についても工夫することでより多くの保護

者の方にご回答いただけるように改善してまいります。引き続きご協力をお願いいたします。 

次頁に掲載している保護者アンケートの集計結果を見ますと、各質問に対して「十分」と回答した

割合は概ね２０％前後となっています。これに「まあ十分」を加えた肯定的な回答の割合は８０％前後

となっており、グラフ全体を見ても赤系の帯が「不十分」「やや不十分」の青系の帯よりも多くなっ

ています。総括的には教育活動にご理解をいただいているとともに肯定的に受け止めていただいてい

ると感じています。しかし、各設問における過去５年間の保護者アンケートの平均値と比較すると、

肯定的な回答の割合が５％以上低下している項目は２９設問中１３設問におよび、該当する項目への

関心が高く、厳しい声をいただいたと感じています。今後は肯定的な回答の割合が数年間継続して低

い設問(３、４、９、１０、１３、２１、２３)や、過去と比較して大きく低下してしまった設問 (３、９、

１０、１３、１４、１６、１８、２３) について特に注視し、しっかりとした活動が従来通りにできてい

るか、見直しが必要かを判断し、教育活動の改善に取り組んでまいります。 

一方、５頁に掲載している生徒アンケートの結果を見ると、読書の冊数とボランティアの回数を尋

ねた設問１３と１５を除いて「十分」と回答した割合の平均は４８％とほぼ半数になっています。これ

に「まあ十分」を加えた肯定的な回答の割合は平均値で８４％となり、生徒たちは学校生活に達成感や

満足感を得ていることがわかります。過去５年間の生徒アンケートの平均値と比較しても２３設問中

１９設問で肯定的な回答の割合が増加しており、中でも設問８、１１、１２、１４、１８の５つは５％以

上伸びていることから、生徒が前向きに学校生活を送る中で手応えを感じている様子が伺えます。 

 ２つのアンケートの結果から、生徒たちの学校生活に関しては、様々な取組が自己の成長を実感で

きる良い結果に結びついていることが分かりますが、保護者の方に関してはそれらが実感されておら

ず広報活動が不十分であることや、いくつかの設問で「足りていない」という感想をお持ちの方がい

ることから、教育活動の内容や回数をさらに充実させていく必要があると感じております。学校とし

ましては、保護者の方々のご理解とご協力をいただきながら、生徒たちがより楽しく、より充実した

学校生活を送れるように工夫と改善を続けていくことが大切であると思っております。今後とも、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　令和６年度　学校教育に関する保護者アンケート集計結果

設問1 お子様は、充実した学校生活を送っている。

設問2
学校は、特色ある教育活動（ふれあい行事・専門学校体験授業、幼稚
園連携等）を推進している。

設問3
学校は、一人ひとりの生徒のよさや可能性を伸ばす教育活動を行って
いる。

設問4
学校は、定期試験前・放課後・長期休業中に補習を実施して生徒に学
習内容の基礎・基本を身に付けさせている。

設問5
学校は、ＩＣＴ機器を活用し生徒の関心や学習意欲を引き出す授業の
工夫をしている。

設問6
学校は、行事や総合の時間を通して、生徒に人とかかわったり、自分
の考えを伝えたりする力を育てている。

設問7
学校は、保健指導で健康づくりを進め、体育の授業・部活動で体力づ
くりを進めている。

設問8 学校は、環境問題にかかわる教育活動を行っている。

設問9 学校は、思いやりや優しい心を育てている。

設問10 学校は、生徒の自他の生命を大切にする態度を育てている。

設問11
学校は、日頃の指導や行事等を通して生徒に社会のルールを守る態度
を育てている。

設問12
学校は、教育目標や経営方針を学校便り・ホームページ・保護者会等
で保護者や地域に伝えている。

設問13
学校は、保護者や地域の方の意見や要望を受け止め、学校改善に生か
そうとしている。

設問14 学校は、地域・保護者と協力しながら子どもを教育している。

設問15
学校は、学校公開の機会や学校だより、ホームページなどで、学校の
様子を地域や保護者に知らせるなど、開かれた学校づくりに努めてい
る。

設問16
学校は、スクールカウンセラーと連携し、子どもや保護者の悩みや相
談に応じている。

設問17
学校は、朝礼や避難訓練を活用し、子どもの安全を守るための取組を
行っている。

設問18 学校は、熱意をもって教育活動や生徒指導に取り組んでいる。

設問19 教職員は、来校時や電話などの際には、親切・丁寧に対応している。

設問20
学校は、生徒の学習成果や生活の様子を保護者会や個別面談等で伝え
ている。

設問21
学校は、特別支援教育や発達障害等に関して保護者への説明をおこ
なっている。

設問22 学校は、学校施設の整備や校内環境の美化に努めている。

設問23
学校は、生徒に将来に向けての生き方を考えさせ、独自に作成した冊
子を活用して計画的に進路指導を行っている。

設問24 学校は、部活動が充実するように努めている。

設問25
学校は土曜授業の実施方法を工夫するなどして、教育内容の充実に努
めている。

設問26
学校は、オープンキャンパスや乗り入れ指導等を通して、生徒に中学
生になった自覚をもたせたり、自己有用感を高めさせたりしている。

設問27
学校は、オープンキャンパスや乗り入れ指導等を通して、授業改善に
努め、生徒の学力向上、体力向上、心の教育の充実を図っている。

設問28
学校は、保幼小中連携教育のねらいや様子を、保護者に分かりやすく
伝えている。

設問29
学校は、幼稚園・保育園・小学校との接続や連携を大切にした教育を
視点に授業改善に努めている。
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肯定的な回答 （「十分」、「まあ十分」の２項目） の比率を合算し、過去５年間の平均値と比較しました。

特に変化が大きかったのが以下の３項目です 

設問１０「生命を大切にする態度を育む教育」には、今後より一層力を入れていく必要があると感じ

ています。外部講師による特別授業に加え、道徳や各教科の指導においても重点をおいて取り組み、自

分の命と他人の命、どちらもかけがえのないものとして大切にする心の育成に注力してまいります。 

設問９は日々の生活指導で周囲に対する配慮のない悪ふざけ等を丁寧に指導することに加え、道徳

教育や学年を超えた縦割り活動、学級･学年におけるグループ活動および様々な内容のボランティア活

動を通して、多様性を受け入れる寛容さと相手の立場になって考える思慮深さの醸成に取り組みます。 

設問１３では、保護者や地域の方のご意見は学校改善のための重要なヒントであると考えています。

また、同じ事象に対しても様々なご意見がありますので、それらを十分に勘案しつつ生徒に最善の方

法を模索し改善を進めてまいります。 保護者や地域の皆様に改善の姿勢を感じていただけるように、

より一層努めます。 

更に評価回答が高い傾向の項目と低い傾向の項目について過去からの変化をみてみました。「子ども

の安全を守るための取組」については、引き続きご理解をいただけるよう継続していきます。「特別支援

教育や発達障害に関する保護者の方への説明」については、年度当初に行っている関係機関や校内体制

の紹介を年度の途中にも行うなどしながら、より理解が深まっていくように改善してまいります。 

★ アンケート結果の分析（時系列で高位と低位の項目の変化） 

★ アンケート結果の分析（今年、大きく変化した項目） ★ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも多くのご意見やご指摘をいただき、誠にありがとうございました。厳しいご意見も多く、

すべてに今すぐにお答えすることはできませんが、いただきましたご意見はすべて、教職員で共有

し、全員が改善に向けて取り組んでいくようにいたします。子どもたちのより良い成長のために、

今後ともご理解とご協力をいただきますよう、よろしく願いいたします。 

★ 自由回答欄のご意見 【一部抜粋】 

★ 
◇いじめ等に関して幾度かアンケートを実施されていますが、アンガーマネージメント等自分の感情をコントロー

ルするすべを身につける教育も行う必要があると感じます。専門家を迎えてその必要性を子どもたちに認識

させていくことも考えていただきたいです。 

 → 学校生活アンケートは毎月実施しており、いじめの早期発見、不安や悩みの把握と対応に一定

の効果を挙げています。今後はいじめ等のトラブルに関する法律の専門家を招いた授業や感情

のコントロール方法を学ぶ授業等を取り入れることを検討いたします。 

◇命の大切さ、100万分の一の確率で生まれてきたことや、性教育、いじめ、差別等「いのち」に関して講師

を招いたりして伝えていける授業があると良いと思います。 

 → 今年度は実施できませんでしたが、昨年度は交通事故で子どもを失くされたご遺族の方をお招

きした「命の授業」を実施しました。また３年生で実施している外部講師による性教育の授業

では「生命の誕生」にも触れています。今後は性教育の授業やがん教育の授業を拡充し、各学

年の段階に応じて「命の尊さ」について指導してまいります。 

◇正式に部活動顧問を２人付けられないとしても、顧問が見られない日が多い場合は、常に張り付きでなくて

もいいのでサポートの人を付けてほしい。 

◇教員の部活動に対する指導や引率の負担が大きそうなので、外部から指導者を呼んで短い時間でも教員

の負担を軽くできないか検討してほしい。生徒にとっても専門家に指導してもらった方が効率よく技能を伸

ばせるのではないか。 

  → すでに導入している部活動指導員および外部指導員を次年度も増やしていく方向で準備を進め

ています。すぐにすべての部活動に配置することは予算等の関係からできませんが、教育委員

会と相談しながら拡充を進めてまいります。また顧問の２人体制は活動日数や指導員の配置状

況を勘案して進めてまいります。 

◇学校の i-Pad を家でも勉強以外に長時間使用している姿を見かけます。使用時間の制限を設けたり、スク

リーンタイムを利用できるようにして、目に見える形で利用時間を認識できるようにするなど、何らかの対策

をしていただきたいです。 

 → i-Padは現在、午後１１時から午前６時までの間はインターネットに繋がらないように制限を

かけています。また YouTubeを含むいくつかのサイトにも教育委員会でフィルタリングを行っ

ています。校内では「i-Pad使用五か条」を生徒会が中心となって設定し、より良い使い方が

できるよう呼びかけています。スクリーンタイムによる自己管理も今後検討してまいります。 

◇進路説明会資料に卒業生の進学先の記載があり「主な進学先」として校名の記載がありますが、人数など

が分かりません。北中野中卒業生がどれくらいの高校に何人いっているのかというのは知りたいデータで

す。具体的なイメージが出来ますので開示をお願いします。 

 → 今年度中にお伝えできるかはわかりませんが、今後３年生が合格した高校名一覧を合格者数と

ともにお知らせできるように改善していきます。 

◇生徒に校則を考えさせるなど、主体性をもたせる方針はとても良いと思うので、この方向性を変えないでほ

しい。→ 校則の改定を含め「生徒の手でつくる学校生活」の方針は今後も続けてまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問１ 北中野中学校での生活は楽しく充実している。

設問２
学校生活の中で、あいさつや返事、礼儀正しい言葉
づかいができている。

設問３ 生活のルールやマナーを守って生活している。

設問４
健康に気を付け、自分や他人の生命を大切に生活し
ている。

設問５
授業や部活動、委員会活動を通して、健康づくりや
体力向上に努めている。

設問６
各教科では、生徒に関心や意欲を持たせる授業の工
夫をしている。

設問７
数学の少人数指導は、自分にとって学びやすく効果
があった。

設問８
学習の基礎・基本を身に付けるために学習計画表や
放課後学習教室・補習などを活用している。

設問９
道徳やその他の活動から、自分の役割や他者への思
いやりなど、より良く生きることの大切さを感じて
いる。

設問１０
総合学習や授業や進路学習などを通して、将来に向
けての生き方や考え方を学ぶことができる。

設問１１
リサイクルや節電、節水など、環境問題を意識しな
がら学校生活を送っている。

設問１２ 読書や学習をする上で、図書館を活用している。

設問１３
学校や家を含めて月におよそ何冊の本を読んでいま
すか。 ①5冊以上　②3～4冊　③1～2冊　④それ以
下

設問１４
ボランティア活動に積極的に参加し、地域の方や保
護者から学習することが出来ている。

設問１５
今年度ボランティアを何回行いましたか。
①4回以上　②3回　③2回　④0～1回

設問１６ 先生は、自分のことをよく理解してくれている。

設問１７
先生は、いじめなどのない楽しい学校・学級づくり
に努めている。

設問１８
心配なことや悩んでいることなどを先生やカウンセ
ラーに相談できる。

設問１９
運動会・文化発表会など学校行事は、楽しく充実し
ている。

設問２０
学校は、校内の環境美化に積極的に取り組んでい
る。

設問２１ 部活動は、充実した活動になっている。

設問２２
配布物（学校だより・学年だより・学級だより・そ
の他の通知）をきちんと保護者に渡している。

設問２３ 家庭で毎日1時間以上勉強している。
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令和６年度 学校生活に関する生徒アンケートの結果



 

 

 

上記の３つの他にも、設問１１「環境問題を意識しながら学校生活を送っている」は毎年徐々に数

値が改善しており、設問１２「読書や学習で図書館を活用している」は１０ポイント伸びて半数を超

えました。また、設問８「学習計画表や放課後学習教室・補習などを活用している」も過去４年間は

低下傾向にあったのが上昇に転じている他、設問 １、３、４、７、９、１０、１７、１９の８つの設問が

９０％以上の肯定的な回答だったことはたいへん嬉しいことです。 

一方、ほとんどの設問で数値が伸びている中で数値が低下しているのは上記の設問２の他に設問３

「生活のルールやマナーを守っている」、１３「月に何冊の本を読んでいますか」、２３「家庭で毎日

勉強している」でした。いずれもわずかな低下ではありますが、この傾向が続いていかないように、

規範意識の醸成や読書の推奨、家庭学習の習慣づけに関連する取組に力を入れてまいります。ご家庭

におけるお子様への声掛け等においても意識していただきますと幸いです。 

 

 

肯定的な回答（「十分」、「まあ十分」の２項目）の比率を合算して過去の平均値と比較しました。今

年は多くの項目が過去に比べて高くなりました。特に以下の設問１４と１８は１０％を超える改善と

なりました。反対に最も大きく低下したのは、設問２となります。 

★ 生徒アンケートにおいて、今年大きく変化した項目について ★ 

★ 生徒アンケート全体のまとめ ★ 

設問１４のボランティア活動については、今年度から全校生徒をボランティア部の所属として積極

的に取り組むように呼びかけてきました。また年度当初に年間のボランティアスケジュールを示し、

生徒が見通しをもって計画的に参加できるようにし、地域にも協力していただくことで２５回のボラ

ンティアを実施し、累計で６４１名の生徒が参加しました。生徒のボランティアに対する意識が高く

なった結果と捉えています。 

設問１８生徒の不安や悩みへの対応については、昨年度から行っている毎月の学校生活アンケート

で記載のあった生徒への聞き取りや声掛けが定着してきたことと、保健室および生活指導部を中心と

したスクールカウンセラーとの連携方法を見直したことや、ＳＳＲ(ｽﾓｰﾙｽﾃｯﾌﾟﾙｰﾑ)も組み込んだ教育

相談体制を整えたことで生徒の悩みを聞き取りやすくなったことが奏功していると考えます。 

一方、設問２のあいさつや返事、言葉遣いについては一昨年度から低下が続いており心配していま

す。大人や年長者との間柄がフランクに変わりつつある社会全般の傾向もあるかと思いますし、学校

では生徒の意志を尊重する指導や気持ちに寄り添う指導を大切にしており、厳しい指導は控えめにな

っていることも影響しているのかもしれません。礼儀正しさや言葉遣いなどは引き続き学校でも指導

してまいりますが、ご家庭でのお子様とのかかわりの中でも、ご指導いただけますと助かります。 


